
組立て部品 使用ボルト

この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
このデスクは組立式になっておりますので、下記の要領で組立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。

キャビネット付きデスク(100-DESK091シリーズ)組立説明書

完成図

★用意していただくもの・・・・・
手袋（組立て時のケガ等を防ぐために必ず着用してください）

使用ボルト

総耐荷重　60kg
引き出し耐荷重　各5kg

引き出し有効内寸
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六角レンチ×1本アジャスター大×4個アジャスター小×2個

フレーム大

フレーム小

ボルトA

ボルトA

※ボルトは緩めに止めておきます。 ※ボルトは緩めに止めておき、全てのボルトを付けてから
　しっかりと締めつけて固定します。

リーンホースメント

ボルトA×4本〔M6×55〕

ボルトB×6本〔M6×30〕

ボルトC×16本〔M6×15〕

ボルトA〔M6×55〕

リーンホースメントにフレームを取付けます。1 組み合わせたフレームを天板の裏面に取付けます。2 フレーム大にアジャスター小
を取付けます。3

ボルトB

ボルトC

狭い広い

天板の端からボルト穴の距離が狭い方に
フレーム大を取付けます。

上から見た図

ボルトC

ボルトC

ボルトC

フレーム大

天板×1枚

キャビネット×1個
リーンホースメント×2本

フレーム小×1個

フレーム大×1個

ボルトB

アジャスター小

※キャビネットを右側、左側のどちらにするかによって、組立て手順 が異なります。6

キャビネットを左側にする場合 キャビネットを右側にする場合

※このデスクは組立て方法によって下図の様に2通りの使い方ができます。
　用途に合わせて組立ててください。
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使用ボルト

ボルトB〔M6×30〕

ボルトC〔M6×15〕

フレーム大
を取付け



使用上のご注意

引きずって移動 水平に持ち上げて
ゆっくり移動

※下記のイラストはキャビネットを左側に取付けたものです。右側に取付けた場合は左右反対になります。 本製品を移動させる際は必ず大人2人以上で水平に持ち上げてゆっくり移動してください。
持ち上げずに引きずると破損する恐れがあります。

BD/AG/TTDaC

キャビネットをひっくり返し、
アジャスター大を取付けます。4 天板を乗せ、キャビネットの内側からボルトで固定します。

※ご使用の環境に合わせてキャビネットを左右どちらに取付けるか決めてください。6キャビネットを起こし、上段の引き出しを
取外します。5

キャビネットに引き出しを取付けて完成です。7

キャビネットを左側にする場合 キャビネットを右側にする場合アジャスター大

引き出し

ストッパー

引き出しの左右のストッパーを解除しながら引き抜きます。

引き出し左側

上げると解除

引き出しのレールをキャビネット内側の
レールに差し込み、奥まで押し込みます。

使用ボルト

ボルトB〔M6×30〕

使用ボルト

ボルトB〔M6×30〕

※レールにはグリスが付いて
います。服などが汚れない
ようにご注意ください。

ボルトB ボルトB

ストッパー
引き出し右側

下げると解除


